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TOWN NEWS

　
元
気
に
生
活
し
て
い
て
も
、
突
然

脳
出
血
や
骨
折
な
ど
で
入
院
し
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
ら…

病

院
よ
り
退
院
し
て
く
だ
さ
い
と
言
わ

れ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
こ
の
よ
う
な
思
い
を
し

た
方
が
あ
な
た
の
身
の
回
り
に
い
ま

せ
ん
か
？

　
私
た
ち
は
た
と
え
入
院
中
で
も
、

介
護
保
険
の
申
請
の
段
階
か
ら
相
談

に
乗
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
病
院
と
ご

家
族
と
の
パ
イ
プ
役
も
担
い
ま
す
。

退
院
し
て
自
宅
に
帰
る
時
に
は
必
要

な
準
備
が
整
っ
て
い
る
の
が
理
想
で

す
よ
ね
。

　
ご
本
人
、
ご
家
族
の
希
望
は
も
ち

ろ
ん
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
必
要
な

サ
ー
ビ
ス

も
助
言
さ

せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に

ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
上
町
で
、
せ
め

て
月
１
回
で
も
地
域
の
人
が
集
ま
る
に
ぎ

や
か
な
場
所
づ
く
り
を
し
た
い
と
、
み
な

と
の
女
子
会
（
代
表
八
木
和
美
さ
ん
）
の

皆
さ
ん
で
立
ち
上
げ
た
サ
ロ
ン
が
３
年
目

に
入
る
こ
と
を
祝
い
、
上
町
公
民
館
で
記

念
サ
ロ
ン
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
者
は
60
名
以
上
と

な
る
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
朝
早
く
か
ら
手
作
り
し
た
赤
飯
が
参
加

者
に
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
方
に

喜
ん
で
も
ら
お
う
と
す
る
地
元
愛
は
パ

ワ
ー
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
呼

応
す
る
よ
う
に
地
元
介
護
保
険
事
業
所

「
お
お
の
家
」
の
応
援
や
相
生
小
学
校
の

生
徒
が
合
唱
披
露
の
た
め
に
駆
け
つ
け
る

な
ど
、
地
域
の
幅
広
い
方
々
の
協
力
が
あ

る
の
も
サ
ロ
ン
活
性
化
の
源
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
当
日
、
会
場
の
壁

に
は
、
ご
近
所
が
支

え
合
っ
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
と
願
い
を
込

め
て
折
ら
れ
た
折
鶴

た
ち
が
、
静
か
に
、

し
か
し
な
が
ら
、
力

強
く
羽
ば
た
い
て
い

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

だ
よ
り

相
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

　

　
　
　

 

会
長

　清
水

　一

入
院
し
て
介
護
が

   

必
要
な
状
態
に

             

な
っ
た
ら
？

も
く
れ
ん
市

４
月
28
日（
木
） 

私
た
ち
の
ま
ち
の

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

サ
ロ
ン
訪
問

　
直
接
的
に
親
切
に
し
て
く
れ
た
人
に
対

し
て
御
礼
を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
て
も
、

祖
先
や
過
去
に
生
き
た
先
人
、
先
輩
、
ま

た
は
見
知
ら
ぬ
多
く
の
人
々
か
ら
受
け
て

い
る
有
形
無
形
の
恩
を
考
え
る
と
、
到
底

全
て
は
返
し
き
れ
ま
せ
ん
。
受
け
た
善
意

や
恩
に
感
謝
し
て
、
新
た
な
善
意
の
つ
な

が
り
を
次
世
代
や
周
囲
の
人
に
広
げ
る
と

い
う
考
え
方
が
大
切
で
し
ょ
う
。
親
や
恩

師
、
先
輩
か
ら
受
け
た
恩
を
返
し
き
れ
な

か
っ
た
と
思
う
と
き
や
、
親
切
に
し
て
く

れ
た
相
手
の
連
絡
先
も
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
場
合
も
、
そ
の
感
謝
の
心
を
他
人

へ
の
善
意
と
し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
近
所
の
人
と
笑
顔
で
接
す
る
、

お
年
寄
り
に
席
を
譲
る
な
ど
、
小
さ
な
こ

と
で
も
よ
い
の
で
す
。
恩
返
し
は
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
善
意
は
受
け
た
人
の
心
に
残

り
、
さ
ら
な
る
善
意
を
育
み
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
の
善
意
が
社
会
に
広
が
り
め
ぐ
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
社
会
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
善
意
を
周
囲
に
伝
え
て
い
こ
う
」

４人のケアマネでサポート
させていただきます！

問
合
せ
　
☎
２
３―

６
６
０
０

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
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地域払出し事業の実施

善意銀行の寄付金を活用し、各社協支部等に飛び出し注意板やベンチ等の物品を払出します。

平成28年度事業計画と予算平成28年度事業計画と予算

福祉機器貸出しサービス及び相談
　介護保険制度等
の利用が困難な方
を対象に車いす等
を貸し出すととも
に、介護相談に応
じます。

ふれあい福祉相談所の運営
　住民が困りごとを相談できるよう、ふれあい
福祉相談所を定期
的に開設します。
今年度も、公民館
を巡回することで、
より身近に相談で
きるよう体制の充
実を図ります。

推進目標１　社協は、住民ニーズに気づき対応します推進目標１　社協は、住民ニーズに気づき対応します

高齢者等移送サービス事業
　あいおい運転ボラン
ティアグループの協力
により、社協の福祉車
両を使用し、車いす等
により既存の交通手段
の利用が困難な方の外
出を支援します。

カレンダー配付事業
　小地域福祉活動の一環とし
て見守り事業を推進します。
一人暮らし高齢者や地域で様
子の気になる方等の安否確認
のツールとしてカレンダー配
付事業を計画しています。

推進目標２　社協は、住民の助け合いを支援します推進目標２　社協は、住民の助け合いを支援します

双葉中学校校区
三浦　暢子

那波中学校校区
岡本　幸士

旧相生中学校校区
矢野川中学校校区
元佐　朋亨

総合目標：思いやり 支え合い 笑顔で暮らせる あいおい総合目標：思いやり 支え合い 笑顔で暮らせる あいおい

　今年度より、コミュニティーワーカーが各

地域を担当します。日常生活圏域を担当する

ことで、『住民主体の原則』に基づいたきめ細

やかな地域ニーズの把握と課題解決に向けた

取り組みを展開します。

　地域での困りごとを一緒に考え取り組みま

すので、宜しくお願いします。



支出合計
182,505

収入合計
182,505

予　　算
貸衣裳事業 1% 2,337

善意銀行運営事業
2% 2,970

訪問介護事業 20% 35,997

生活福祉資金貸付事業 1% 470

共同募金配分金事業 4% 8,447

福祉サービス利用援助事業 1% 1,310

ふれあい福祉相談所事業 1% 1,174

ボランティア福祉活動事業 2% 4,280

生きがい交流センター事業
5% 9,521

地域福祉活動事業 5% 9,535

法人運営事業 3% 6,106

小規模多機能型
居宅介護事業
34% 61,851

地域生活支援事業 2% 2,641

居宅介護支援事業
13% 24,271

障害福祉
サービス事業
6% 11,595

介護保険料収入 66% 121,835

経常経費補助金収入
14% 26,379

障害福祉サービス等
事業収入

8% 14,236

受取利息配当金収入 1% 1,150

その他の収入 １% 467

事業収入2% 3,886

会費収入 1% 1,275

寄附金収入 2% 2,940

（単位：千円）

受託金収入 5% 10,337

在宅介護者支援
　在宅で認知症等の高齢者を介護されている方々
が集い、介護の悩み
や心の葛藤などを打
ち明け、経験や情報
を分かち合いながら
よりよい介護をめざ
す活動を支援しま
す。

生活支援・介護予防サポーター養成講座の開催
　地域包括ケアシ
ステムの基盤づく
りとして、高齢者
等の在宅生活を支
援するボランティ
アの養成講座を開
催します。

ふれあいいきいきサロン
　地域住民の支え合い活動として、各地区公民館
等で行われるサロン活動を推進します。
　また、サロン運営
者に対して、サロン
で活用できるレクリ
エーション講習会を
開催するとともに、
意見交換会や情報交
換会を実施します。

まちの子育てひろば
　ボランティアの協力により、子育て中の親
と子が気軽に集い、仲間づくりを通して子育
ての悩みを話し
合ったり、お互い
に情報交換できる
居場所とたまり場
をつくります。

推進目標３　社協は、住民の集う場づくりを支援します推進目標３　社協は、住民の集う場づくりを支援します

会員の拡充
　本会の目的に賛同し財政的な支援をいただける
会員の加入を働きかけます。特に、事業所、企業
等へ法人会員の加入を広く呼びかけます。
○一般会員　　○賛助会員　　○法人会員

社協だより「あいおいの福祉」の発行
　地域での助け合い活動や社会福祉に関する
情報を定期的に発行し、市内全戸へ配付しま
す。また、視覚に障害のある方へは点字ボラ
ンティアグループにより点訳し配付します。

推進目標４　社協は、住民から信頼される開かれた組織となります推進目標４　社協は、住民から信頼される開かれた組織となります
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TOPICS

3月13日（日）

定年後も輝くオトコの生き方講座

定年後の生きがいづくりなどを目的として
開催された講座の第一回目では、「ちょっ
とご麺」の皆さんをお招きし、手打ちそば
作りを行いました。

５月１０日(火)

若狭野サロン

相生警察署の平﨑氏、交通安全協会の満
友氏（腹話術演者）とこうちゃんに高齢者
の交通事故に関する講話を聞き身を引き
締めました。

介護者のつどい「あ・うんの会」
ほのぼのコンサート
原田なるみ氏のピアノ伴奏にのせて平野礼
子氏ののびやかで美しい歌声を聴かせて
いただき癒されました。

5月１７日（火）

車椅子寄贈
３月１６日（水）

㈱ツルハホールディングス様より車椅子
２台をご寄附いただきました。いただいた
車椅子は、一時的に車椅子が必要な方に
貸出しさせていただきます。

5月17日（火）

子育てひろばでイチゴ狩り!!

どんぐりひろばでは、若狭野町の畑をお借
りしイチゴ狩りをしました。子どもたちは、
真っ赤に実ったイチゴに大興奮。きれいに
洗っておいしくいただきました。

5月28日（土）

１０５歳のスペシャルバースデー

河内光子さん（千尋町在住）の誕生会が、
こすもす倶楽部デイサービスセンターで開
かれました。「長寿の秘訣は、皆に感謝し
て生きること」とのことです。

ふれあいいきいきサロン那波野
３月２４日(木)

地元ボランティア武藤氏によるマジックを
楽しみました。老いも若きも一瞬にして童
心に帰りました。

絵本から学ぶ認知症
5月13日（金）

若狭野小学校・矢野小学校の４年生１６名
が、認知症高齢者を正しく理解するための
勉強をしました。最後に、自分たちが出来
ることを話し合いました。

５月１０日(火)

寺田ひまわりサロン

将来の備えのために介護保険制度の勉強
会を行いました。しかしながら、日常生活
の安心には、やはりご近所のお付き合いが
一番だと確認し合いました。
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熊
本
地
震
被
災
地
の
現
状
と
災
害
派
遣
報
告

「平成２８年熊本地震義援金」を募集しています
被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。
相生市社会福祉協議会では窓口に募金箱を設置し義援金を募集しています。
［問合せ］相生市共同募金委員会（相生市社会福祉協議会内）☎０７９１－２３－２６６６

　
４
月
27
日
㈬
か
ら
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
協
職
員

が
熊
本
県
内
の
被
災
地
社
協
に
派
遣
さ
れ
、
活
動

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
内
の
社
協
職
員
は
、
阿
蘇
郡
西
原
村
に

て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
や

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
再
開
に
向
け
た
福
祉
支
援
を
行
い
、
6
月
以
降

も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
ニ
ー

ズ
把
握
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
生
市
社
協
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
2
回
に
わ
た

り
職
員
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
派
遣
当
時
の
被
災

地
状
況
と
活
動
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

第
五
ク
ー
ル
（
5
月
13
日
〜
5
月
18
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岡
本

　幸
士

　
西
原
村
社
協
が
受
託
し
て
い
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
て
、
セ
ン
タ
ー
職
員
、
村
内
社
会
福

祉
法
人
職
員
、
熊
本
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
職

員
と
と
も
に
村
内
を
全
戸
訪
問
し
、
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
家
屋
の
片
づ
け
を
し
た
い
が
倒

壊
の
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
き
な
い
、
水
道
管
を

直
し
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
住
宅
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
や
、
地
震
後
眠
れ
な
い
、
車
中
泊
や
避
難
所
で

の
生
活
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
、
病
院
に
薬

を
取
り
に
い
く
交
通
手
段
が
無
い
、
同
居
し
て
い

る
家
族
が
認
知
症
で
あ
る
、
と
い
っ
た
健
康
状
態

に
不
安
を
抱
え
て
生
活
し
て
い
る
方
も
多
数
お
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
訪
問
で
把
握
し
た
ニ
ー

ズ
を
整
理
し
、
セ
ン
タ
ー
職
員
、
村
内
社
会
福
祉

法
人
職
員
、
村
役
場
の
保
健
師
と
会
議
を
行
い
情

報
共
有
し
、
緊
急
性
の
高
い
方
や
、
保
健
師
に
よ

る
訪
問
が
必
要
な
方
、
継
続
し
て
見
守
り
が
必
要

と
思
わ
れ
る
方
は
再
度
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
全

戸
訪
問
で
把
握
し
た
情
報
を
基
盤
と
し
て
、
セ
ン

タ
ー
で
の
活
動
や
地
域
の
見
守
り
に
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
く
の
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

第
六
ク
ー
ル
（
5
月
17
日
〜
5
月
22
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　元
佐

　朋
亨

　
村
内
3
箇
所
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
支
所
の
う
ち
、
山
西
地
区
に
設
置
さ
れ
た
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
連
日
、
県
内
外
か

ら
駆
け
つ
け
る
100
名
程
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
、
被

災
し
た
住
民
か
ら
の
依
頼
内
容
に
よ
り
5
名
〜
10

名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
ふ
り
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
内
容
の
説
明
や
活
動
先
ま
で
の
送
迎
、
必
要

な
資
材
の
準
備
等
を
行
い
ま
し
た
。
担
当
す
る
地

域
で
は
、
農
家
が
多
く
、
生
活
の
糧
と
な
る
「
か

ら
い
も
（
さ
つ
ま
い
も
）
」
の
苗
植
え
が
最
盛
期

で
あ
り
、
倒
壊
し
た
自
宅
よ
り
も
納
屋
や
倉
庫
の

片
付
け
の
依
頼
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
住
民
に
寄

り
添
う
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
地
で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
、
相
生

で
の
防
災
・
減
災
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
私

た
ち
派
遣
職
員
に
求
め
ら
れ
る
最
も
大
切
な
役
割

で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

倒壊した家屋

ボランティア活動前のオリエンテーション
建設中の仮設住宅
（６月末完成予定）

倒壊した家屋
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Good intentions BankGood intentions Bank

平成28年3月1日～平成28年5月31日 （敬称略）平成28年3月1日～平成28年5月31日 （敬称略）

住　所 氏　名 内　容 金額
（単位：円）

内　　容 金　額
（単位：円）

３月
緑ヶ丘4丁目 浜田　郁子  2,000 
旭2丁目 匿名  3,000 
旭2丁目 匿名  3,000 
 匿名 おむつ 物品預託
 匿名  3,000 
若狭野町寺田 西脇　一行  100,000 
 匿名  28 
 匿名  37 
本郷町 相生モラロジー事務所  5,000 
 匿名  86 
 匿名  2,000 
佐方３丁目 小寺　克典  3,000 
青葉台 小河　正義 亡妻（たず子）供養 50,000 
 匿名  2,000 
緑ヶ丘 緑ヶ丘子供会  8,622 
 匿名  1 

４月
佐方３丁目 匿名 はがき 物品預託
矢野町真広 クレマチス会  19,136 
 匿名  10,000 
那波西本町 匿名  5,000 
山手1丁目 better-world  3,000 
旭2丁目 匿名  3,000 
旭2丁目 匿名  3,000 
緑ヶ丘4丁目 浜田　郁子  2,000 
古池2丁目 匿名  762 
山手1丁目 田中　芳幸  3,000 
矢野町小河 阪本　弘行 亡妻（敏子）供養 200,000 
本郷町 相生モラロジー事務所  5,000 
 民生主任児童委員 マザーズマーケットの売上げ 6,340 
 匿名  100,000 
 匿名  30,000 
 匿名  物品預託
佐方3丁目 小寺　克典  3,000 

５月
 匿名 おむつ 物品預託
旭２丁目 匿名  2,000 
旭２丁目 匿名  2,000 
緑ヶ丘4丁目 浜田　郁子  2,000 
那波本町 匿名  2,000 
旭3丁目 大西　祥枝  10,000 
本郷町 相生モラロジー事務所  5,000 
 匿名 おむつ 物品預託
 匿名  8,000 
旭5丁目 匿名 健康に感謝 10,000 
那波西本町 匿名 ポータブルトイレ 物品預託
 匿名 ポータブルトイレ 物品預託
 匿名  3,000 
山手1丁目 better-world  3,000 
佐方3丁目 小寺　克典  3,000 

要保護・準要保護世帯生徒の中学校修学旅行に伴う
小遣い（８件）
要保護・準要保護世帯生徒の新中学一年生に対する
スポーツウエア購入費の援助（９件）
善意のつどい経費
指定寄付（7件） 

 67  相生市民生・児童委員協議会
 5 古池本町 角石　りつ子
 5 青葉台 山永　たつ子
 3 那波野１丁目 尾崎　利幸
 3 若狭野町入野 中原　美智子
 3 若狭野町入野 中原　初子
 3 古池２丁目 岡本　文博
 3 相生２丁目　 山田　笑子
 3 那波野２丁目 音崎　勝弘
 3 若狭野町下土井 藤田　利興
 3 那波野２丁目 匿名
 3 若狭野町八洞 匿名
 3 旭５丁目 匿名
 2 佐方３丁目 前田　京子

 2 緑ヶ丘３丁目 前田　薫
 2 那波野１丁目 西村　睦夫
 2 佐方３丁目 匿名
 2 若狭野町八洞 匿名
 1 那波野１丁目 前原　宏
 1 古池２丁目 瀧元　のぶ子
 1 古池１丁目 矢倉　弘子
 1 那波野２丁目 赤木　美智博
 1 野瀬 高橋　房代
 1 那波野西本町 匿名
 1 青葉台 匿名
 1 たつの市 匿名
 1 古池１丁目 匿名
 1 古池２丁目 匿名

氏　　名住　　所口数
（1口：1,000円）賛助会員善意銀行預託

善意銀行払出し

法人会員

平成２８年熊本地震義援金

氏　　名住　　所口数

63,000

25,068
260,000

48,000

金　額団 体 、事 業 所 、企 業 名所在地
（3,000円以上）

若狭野町雨内 障害者支援施設みどり荘 5,000 
那波本町 なばの里ディサービスセンター 3,000 
那波本町 八幡保育所 3,000 
那波野１丁目 障害者支援施設野の草園 3,000 
双葉１丁目 認定こども園どんぐりの家 3,000 
大島町 保育園ゆりかごの家 3,000 
若狭野町若狭野 障害者グループホームめばえ 3,000 
若狭野町若狭野 障害者支援施設若狭野荘 3,000 
若狭野町雨内 特別養護老人ホームグリーンハウス 3,000 
大島町 元気アップみのり 3,000 

金　額氏　　名
（単位：円）

上野　正則 50,000 
上野　ひとみ 30,000 
山田　殊実 1,222 
匿名 5,000 
山西　和彦 10,000 
松尾　繁盛 10,000 
山陽レンタルサービス 5,000 
アトリエマム 5,000 
矢野町音楽祭実行委員会 38,705 
卓球同好会「コスモス」 30,000 
もくれん市 7,663 
匿名 1,500 
相生ボランティア協会 50,000 
匿名 10,000 
匿名 10,000 
菅沼　泰子 50,000 
ハートフルフェア綿菓子コーナー募金箱 5,074 
山田　勝利 5,000 
ともしび会 8,158 
相生市立生きがい交流センター 26,510 
岡本　文博 3,000 

平成２８年４月１８日（水）～平成２８年５月３１日（火）

総額 円361,832
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　相生市社会福祉協議会善意銀行では、住民の皆
さまからご預託（寄付）いただいた尊い「金銭」
や「物品」をお預かりし、市内の福祉施設、支援
を必要とする人、地域福祉活動などに払出すこと
により、地域福祉を高めていくための橋渡しを
行っています。
　ご寄付いただいた方については、社協だよりに

掲載させていただいております。
　平成27年度には、金銭預託として、2,760,957円、
物品預託として車いすや介護用品等をお預かりし、
市内各地で活用させていただきました。
　この度、平成28年度「相生市善意のつどい」に
おいて、下記の福祉施設等に払出しいたしました。

　相生市社会福祉協議会は、社会福祉法に定められ
た非営利の福祉団体です。
　みなさんの参加協力を得て、高齢者のふれあいい
きいきサロンやボランティアグループ等による要支
援高齢者等の生活支援をすすめるほか、子育てひろ
ば事業などさまざまな地域福祉活動に取り組んでい

ます。そして、これらの活動を財源面から支えるた
め、住民会費や賛助会費、特別会費をお願いしてい
ます。
　社協の活動の趣旨をご理解いただき、本年度もみ
なさまにご加入いただきたく、ご協力賜りますよう
宜しくお願いいたします

幼稚園（総額：132,000円）
・あおば幼稚園……………絵本10冊、
　　　　　　　　　　　　紙芝居全６巻
・山手幼稚園………………絵本23冊
・矢野川幼稚園……………絵本11冊
・中央幼稚園………………絵本19冊
・平芝幼稚園………………絵本27冊
・相生幼稚園………………図書カード

福祉事業所（総額：328,188円）

保育所（総額：62,000円）
・八幡保育所…………スイデン工場扇

・平芝保育所…………CDラジオ２つ

・矢野川保育所………玩具

・相生保育所…………砂場セット

・ゆりかごの家…………絵本11冊

認定こども園（総額：53,000円）
・テレジア幼稚園…………図書カード

・どんぐりの家
　…………野菜の苗14株、プランター11個、
　　　　　  土・肥料24袋

住民会費（一戸　　100円／年）…
賛助会費（一口　1,000円／年）……
特別会費（一口　3,000円以上／年）…

 1,049,100円
164,000円
80,000円

会費の種類と金額（合計：1,293,100円） 〈賛助会費・特別会費の振込先〉
平成27年度会費

金融機関名：みなと銀行

フ　リ　ガ　ナ

口　座　名　義

支店名：相生支店

フク）アイオイシシャカイフクシキョウギカイ　カイチョウ　タニ　カツオ

社会福祉法人相生市社会福祉協議会　会長　谷  勝雄

種目：普通 口座番号 １００１７３４

・特定非営利法人元気アップみのり………………ワイヤーシェルフ4段2個、ルミナスライトポール4個、ルミナスLED昼白色
・いぶき作業所………………………………………輪投げセット1台、的あて遊びストラックアウトターゲットゲーム1台、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホットプレート2台
・小規模多機能型居宅介護事業所ふたば…………ワンタッチタープテント3台
・老人保健施設ハイマート…………………………紅白幕2枚
・特別養護老人ホームグリーンハウス……………ダイニングチェアー7脚

デュプロ基本ブロック、 コンビコップかさね
コンビやわらかブロック基本セットボックス

（フルイ４C４個組、砂型６種類４色、砂型泡車）

( ）
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福祉教育作文の表彰式
６月５日（日）に開催された「相生市善意のつどい」では、応募作品の中から
最優秀賞、優秀賞に輝いた児童・生徒６名を表彰し、最優秀賞を受賞
した児童・生徒による作文の朗読が行われました。

　
私
の
姉
は
、
部
活
中
に
足
の
じ
ん
た
い
を

切
っ
て
冬
の
間
の
一
カ
月
間
を
松
葉
杖
で
生

活
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
次
の
日
か
ら
姉
は
、
毎
日
母
や
祖
父
に
学

校
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も

時
々
、
姉
の
送
迎
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　
あ
る
日
、
重
そ
う
な
カ
バ
ン
を
持
っ
て
学

校
に
行
く
の
で
、
教
室
ま
で
運
ん
で
あ
げ
な

い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
、
私
は
思
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
学
校
に
着
い
て
姉
が

下
り
る
と
、
気
づ
い
た
子
が
す
ぐ
に
か
け

よ
っ
て
カ
バ
ン
を

持
っ
て
あ
げ
て
い
ま

し
た
。
私
は
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
姉
を

助
け
て
く
れ
て
い
る

の
は
、
仲
良
し
の
友

達
で
は
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
困
っ
て
い

る
友
達
を
見
つ
け
た
時
、
た
め
ら
わ
ず
に
、

さ
っ
と
手
を
貸
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
す
ご

い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
も
し
も
、
こ
れ
が

知
ら
な
い
人
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
私
は
同
じ

よ
う
に
さ
っ
と
手
を
貸
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
と
、
考
え
ま
し
た
。
最
初
は
声
を
か

け
る
の
も
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
の
が
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
き
っ
と
そ
れ
が
で

き
た
時
、
あ
の
時
の
姉
の
よ
う
に
う
れ
し
そ

う
な
顔
を
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
と
、
松
葉
杖
生
活
を
し
て
い
た
姉
が

「
一
本
の
足
で
歩
く
の
は
、
本
当
に
し
ん
ど

い
。」

「
何
を
す
る
の
に
も
時
間
が
か
か
っ
て
い

や
。」

と
い
う
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。
松

葉
杖
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
階
段
の
上
り
下

り
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
づ
ら
く
、
本
当
に
大

変
そ
う
で
し
た
。
大
好
き
だ
っ
た
買
い
物
に
も

「
行
か
な
い
。」

と
言
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
考
え
て

み
る
と
、
今
ま
で
簡
単
に
で
き
て
い
た
こ
と

が
片
足
が
不
自
由
に
な
る
だ
け
で
、
生
活
が

急
に
し
づ
ら
く
な
っ
て
、
人
一
倍
時
間
が
か

か
り
、
つ
か
れ
や
す
く
な
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　
姉
は
、
た
っ
た
一
ヶ
月
間
だ
っ
た
け
れ
ど
、

生
ま
れ
つ
き
体
が
不
自
由
で
、
一
生
過
ご
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
人
は
、
ど
ん
な
気

　
福
祉
は
思
い
や
り
の
こ
と
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。

　
私
に
は
今
年
96
歳
を
む
か
え
る
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
心
臓
を
手
術
し
て
か
ら
施
設
で
暮
ら
し
て

持
ち
な
の
だ
ろ
う
か
と
、
考
え
ま
し
た
。
手

つ
だ
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
待
っ
て
も
ら
っ
た

り
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、
い
つ
も
申
し
わ
け

な
い
気
持
ち
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
ら
な
く
て
も
い

い
方
法
を
、
私
は
考
え
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、「
何
か
お
手
つ
だ
い
し
ま
し
ょ

う
か
。」
と
積
極
的
に
声
を
か
け
る
こ
と
で

す
。

　
二
つ
目
は
、
待
っ
て
あ
げ
る
優
し
い
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
障
害
を
持
っ
た
人
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
町
を
作
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
三
つ
は
私
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
意
識
し
て
行
動
で
き
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
私
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
部

中
学
校
の
部

相
生
小
学
校

６
年  

松
浦 

萌

『
福
祉
は
思
い
や
り
』

『
松
葉
杖
に
教
え
て

　
　
　も
ら
っ
た
こ
と
』

３
年  

山
本 

紗
希

双
葉
中
学
校

い
ま
す
。
施
設
で
暮
ら
す
前
は
私
の
事

を
覚
え
て
く
れ
て
い
て
、
家
に
行
っ
た

時
も
宿
題
を
し
て
い
た
ら
、

「
こ
ん
な
難
し
い
こ
と
を
し
よ
ん
？
え
ら

い
な
ー
。」

と
、
い
つ
も
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
家

族
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と
き
も
、

旅
行
に
行
く
と
き
も
話
し
か
け
た
ら
顔

の
し
わ
を
く
し
ゃ
っ
と
し
て
笑
っ
て
く

れ
る
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
私
は
大
好

き
で
し
た
。

　
で
も
、
施
設
で
暮
ら
し
て
い
た
ら
な

か
な
か
会
え
な
く
て
、
久
し
ぶ
り
に
会

い
に
行
っ
た
ら
怖
そ
う
な
顔
を
し
て
い

ま
し
た
。
一
人
で
は
立
て
な
く
て
、
看

護
師
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
や
っ

と
車
い
す
に
座
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

話
し
か
け
て
も
、
返
し
て
も
ら
え
な
い

し
笑
っ
て
も
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大
好
き
だ
っ
た
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
と
認
め
た
く
な
く

て
、
そ
れ
以
上
は
話
せ
ず
に
帰
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
あ
の
時
の
私
に
は
帰
る

以
外
の
方
法
は
な
か
っ
た
の
か
、
そ
う

今
も
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
車
い
す
を
私
が
押
し
て
あ

げ
れ
ば
良
か
っ
た
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
好
き
な
折
り
紙
を
一
緒
に
す
れ
ば

良
か
っ
た
な
ど
、
ど
れ
も
少
し
の
気
持

ち
で
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
こ
の

時
の
私
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
二
ヶ
月
後
、
私
は
ま
た
ひ
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
い
る
施
設
へ
行
き
ま
し
た
。

二
ヶ
月
前
は
緊
張
し
て
何
も
で
き
な

か
っ
た
私
で
し
た
が
、
今
回
は
違
い
ま

す
。
車
い
す
を

押
し
た
り
、
楽

し
く
会
話
も
で

き
ま
し
た
。
最

初
は
前
と
同
じ

よ
う
に
怖
か
っ

た
顔
も
だ
ん
だ

ん
ゆ
る
ん
で
優

し
い
顔
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
同
じ
施
設
の
人
が
集
ま

る
体
操
で
も
優
し
い
笑
顔
が
見
え
ま
し

た
。
そ
の
施
設
で
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
も
看
護

師
さ
ん
も
み
ん
な
が
笑
っ
て
い
ま
し

た
。
知
ら
な
い
人
と
一
緒
に
い
て
も
笑

顔
に
な
れ
る
場
所
が
あ
る
の
は
す
ば
ら

し
い
こ
と
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
み
ん
な
が
普
通
に

暮
ら
せ
る
幸
せ
、
そ
れ
が
福
祉
だ
と
い

う
こ
と
を
小
学
校
四
年
生
の
と
き
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
私

は
、「
み
ん
な
が
普
通
に
暮
ら
せ
る
っ

て
当
た
り
前
や
ん
。」
そ
う
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
今
は
全
て
の
人
が
普
通

に
暮
ら
す
と
い
う
の
が
難
し
い
と
い
う

こ
と
は
分
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

一
人
で
は
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
お
年

寄
り
を
手
助
け
し
て
、
家
で
過
ご
す
の

と
同
じ
よ
う
に
し
て
く
れ
る
あ
の
施
設

は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
世
の
中
の

人
々
も
私
と
同
じ
こ
と
を
思
っ
た
人
は

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
私

は
あ
る
事
件
を
聞
い
て
腹
が
た
ち
ま
し

た
。
お
年
寄
り
に
長
生
き
し
て
ほ
し
い
、

そ
う
思
っ
て
ま
か
せ
て
い
た
と
思
う
の

に
、
一
番
信
頼
し
て
い
た
人
が
命
を
う

ば
う
な
ん
て
私
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
看
護
師
で
す
。
看

護
師
も
ま
た
、
お
年
寄
り
の
普
通
の
生

活
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
看
護
師
に

な
っ
た
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
な
る

と
決
め
た
今
か
ら
、
小
さ
く
て
も
純
粋

に
親
切
な
心
か
ら
出
る
行
動
を
実
行
し

ま
す
。
そ
し
て
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
み

た
い
な
お
年
寄
り
が
普
通
に
暮
ら
せ
る

幸
せ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
。

最
優
秀
賞
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福
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。
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。
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折
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ど
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、
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、
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同
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の
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が
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も
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で
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、
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の
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な
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も
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の
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う
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改
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実
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み
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が
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に
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る
幸
せ
、
そ
れ
が
福
祉
だ
と
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う
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と
を
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四
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の
と
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に
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だ
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の
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の
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は
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な
が
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通
に
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せ
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当
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前
や
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そ
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思
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。
で
も
今
は
全
て
の
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が
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通

に
暮
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す
と
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う
の
が
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い
と
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う

こ
と
は
分
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

一
人
で
は
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
お
年

寄
り
を
手
助
け
し
て
、
家
で
過
ご
す
の

と
同
じ
よ
う
に
し
て
く
れ
る
あ
の
施
設

は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
世
の
中
の

人
々
も
私
と
同
じ
こ
と
を
思
っ
た
人
は

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
私

は
あ
る
事
件
を
聞
い
て
腹
が
た
ち
ま
し

た
。
お
年
寄
り
に
長
生
き
し
て
ほ
し
い
、

そ
う
思
っ
て
ま
か
せ
て
い
た
と
思
う
の

に
、
一
番
信
頼
し
て
い
た
人
が
命
を
う

ば
う
な
ん
て
私
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
看
護
師
で
す
。
看

護
師
も
ま
た
、
お
年
寄
り
の
普
通
の
生

活
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
看
護
師
に

な
っ
た
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
な
る

と
決
め
た
今
か
ら
、
小
さ
く
て
も
純
粋

に
親
切
な
心
か
ら
出
る
行
動
を
実
行
し

ま
す
。
そ
し
て
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
み

た
い
な
お
年
寄
り
が
普
通
に
暮
ら
せ
る

幸
せ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
で
す
。

古切手の収集にご協力いただきありがとうございます。

皆さまから届けていただいた古切手は、
分類、整理し、定期的に収集団体に
送っています。
古切手を収集家に買い取っていただく
ことで現金に換金し、障害者の理解を
深める活動や海外へ医療従事者を
派遣する費用などに使われます。

１. 切手の貼られている封筒ごと切る
 ※ポイント：切手の周り５mmから

１cmほどの余白を残して切って
ください。

2. 消印がはっきりしている場合は、
消印も残るように切る。

古切手集めのポイント
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弁護士が問題解決に向けて助言をする
相談所です。
場　　所： 相生市立総合福祉会館３階
相 談 料： 無料　
相談時間： ９時００分～１２時００分
 ３０分ごとの予約制
日　　程： 7月2日（土）・7月16日（土）
 8月6日（土）・8月20日（土）
 9月3日（土）・9月17日（土）

①ケアマネジャー（資格）介護支援専門員
【給料】183,300円＋資格手当5,000円
②介護職員（資格）介護福祉士
【給料】160,200円+資格手当5,000円
勤務時間：8時30分～17時45分の間で
 8時間
 17時30分～翌9時30分
 （仮眠休憩2時間有）
休　日： 週休2日制（シフト制）
待　遇：昇給年1回、賞与年2回、
　　　　各種保険有、車通勤可、
　　　　交通費支給（就業規則による）

※正規職員へ登用の途有
勤務地：小規模多機能型居宅介護事業所
 「ふたば」（相生市双葉一丁目4-8）
応　募： 相生市社会福祉協議会に、お気軽

にお電話下さい。

気軽に立ち寄れる相談窓口として開設して
います。お電話でも受け付けています。
相 談 料： 無料　
相談時間：１３時30分～１６時００分
 予約不要
場　　所： 相生市立総合福祉会館3階
 7月11日（月）
 8月8日（月）
 9月12日（月）
 若狭野多目的研修センター
 7月25日（月）

県民ボランタリー活動助成金のご案内

受付期間：７月１日（金）～８月３１日（水）
助成金額：上限3万円
 ※エントリー数による
助成対象：平成28年度に県内でボランタリー

活動を12日以上行う5人以上の
グループ・団体（その他条件あり）

実施主体：ひょうごボランタリープラザ
（兵庫県社会福祉協議会）

そ の 他：社協に備え付けている所定の
エントリー書に必要事項を記入
の上申請して下さい。

キャリア・コンサルタントによる
就職相談会

１５歳～３９歳までの無職者の方を対象
に、キャリアコンサルタントが職業相談に
のります。
場　　所：相生市立総合福祉会館１０１研修室
相 談 料：無料
相談時間：10時00 分～13時00 分
　　　　　1時間ごとの予約制
日　　程：
　　８月２２日（月）・１０月１７日（月）
　１２月１９日（月）・　２月２０日（月）
申し込み先：ひめじ若者サポートステーション
　TEL  079-222-9151（担当：谷口）相談員による心配事相談

弁護士による法律相談 ケアマネジャー、
介護職員募集

嘱託

Information 伝言板

このページのお問合せ・申込み…相生市社会福祉協議会☎23-2666

予約フェア期間中は、
◆振　　袖 ２割引（通常25,000円～48,000円→20,000円～38,400円）
◆留　　袖 ２割引（通常5,000円～18,000円→4,000円～14,400円）
◆男 紋 付 ２割引（通常12,000円～20,000円→9,600円～16,000円）
◆婚礼衣裳 ４割引（打  掛 通常20,000円→12,000円、
 ドレス 通常5,000円→3,000円）
◆　 袴　 １割引（通常5,000円→4,500円）
◆小 振 袖 １割引（通常6,000円→5,400円）
◆お宮参り １割引（通常5,000円→4,500円）

日時／ 8月5日（金）～ 8月7日（日）
 9時30分～16時00分　　　
場所／ 相生市立総合福祉会館3階 衣裳室

初 着、帯 を払 出します

相生市社会福祉協議会は、品質のよい品を低価格で貸出し
しております。さまざまな行事にお役立てください。 ＊お知らせ＊

平成２８年７月１日より
休 業 日 を 木 曜 日、
日曜日、祝日とさせて
いただきます。
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